


































700 文武4 2.19 越後、佐渡二国に磐舟柵を修理させる（佐渡国の初見）。［続日本紀］
701 大宝元 8.21 佐渡に蝗害、風害があり、秋の収穫が出来なかったと申し出る。［続日本紀］
709 和銅2 7.13 越前、越中、越後、佐渡より舟百艘を征狄所（出羽柵）へ送る。［続日本紀］
711 和銅4 4.5 佐渡が飢饉のため、金品が施される。［続日本紀］





737 天平9 3.3 疫病終息祈念のため、国ごとに釈迦仏像・挾侍菩薩を造らせ、大般若経を写させる。
［続日本紀］
740 天平12 6.19 国ごとに法華経を写させ、七重塔を建てさせる。［続日本紀］
741 天平13 2.14 勅願により、諸国に国分寺、国分尼寺を建てさせる。［続日本紀］
8.15 6月から8月にかけて霖雨のため、佐渡の租調庸が免除される［続日本紀］
743 天平15 2.2 佐渡国を越後の国へ合併する。［続日本紀］




759 天平宝字3 1.2 外従五位下生江臣智麻呂、佐渡守となる（佐渡国司の初見）。［続日本紀　二十二］
764 天平宝字8 8.22 佐土国々分寺に金光明最勝王経、法華経を施納する。（佐渡国分寺の初見）［正倉院文
書］
768 神護景雲2 3.1 越後の国が支弁する佐渡国造国分寺料を中止し、佐渡の田祖をさいてその用度に充てる
ことを請願する。［続日本紀］
770 宝亀元 以後、造寺奨励の記事がみえなくなる。
785 延暦4 11.8 能登守従五位下三国真人広見、誣告に座して佐渡へ流される。［続日本紀］
792 延暦11 6.7 辺要である陸奥・出羽・佐渡と大宰府以外の軍団が廃止される。［類聚三代格］
802 延暦21 1.13 越後国から米10,600石、佐渡国から塩120石を出羽国雄勝城へ送り鎮兵の糧とする。
［日本紀略］
809 大同4 2.24 佐渡、隠岐両国に掾一人を置く。［日本後紀］
820 弘仁11 4 佐渡国、正税四万束、公廨八万束、国分寺料一万束。［弘仁式　主悦］
830 天長7 11.15 佐渡、志摩など11国に国博士及び医師を置く。［類聚三代格　］
834 承和元 11.5 佐渡国3郡の人々が、国守嗣根の非法を太政官に訴える。［政事要略］
11.23 佐渡国に郡司の他に正員外の権員を置くことが許可される。［続日本後紀］
835 承和2 8.1 前年の風雨の害による飢饉と伝染病の良好のため佐渡国に多数の死者が発生し、賑給を
行う。［続日本後紀］
844 承和11 11.15 佐渡国解により国分二寺僧尼の度縁戒牒を国庫に納めさせる。（佐渡国分尼寺の初見）
［類聚三代格三　国分寺事］
865 貞観5 6.17 越中、越後等で大地震が起きる。
869 貞観11 陸奥国地大震動。…城倉庫。門櫓墻壁。落顛覆。［日本三代実録］
870 貞観12 潤清。長焉。眞平等。才長於造。預陸奥国修理府造事。［日本三代実録］
871 貞観13 5.10 「佐渡国の兵庫震動す」との報告が出される。［日本三代実録］
877 元慶元 12.21 佐渡国と能登国に始めて検非違使を置く。［日本三代実録］
878 元慶2 9.2 佐渡国に国掌2人を置く。［日本三代実録］
879 元慶3 12.15 佐渡国雑太団の権校尉を殺害した浪人高階真人利風を遠流とする。［日本三大実録］














































































































































































































6）国 分 尼 寺
薬師堂遺跡（3）は国分寺と総社の中間にあり、過去に軒瓦や須恵器が出土し、堂内に一個の礎石があ
る。そのため『国分寺の研究』［今井1938］では、尼寺跡に推定されたが、『真野町史』では礎石に問題
があるとして、諏訪神社周辺を推定している。他に「寺」の墨書土器が出土した若宮遺跡（7）や、瓦が
出土する仲畑遺跡（15）等が推定地として挙げられているが、特定するには至っていない。
7）そ　の　他
石花川河口近くの砂丘上にある馬場遺跡（54）は昭和57年に調査が行われ、可搬式竈、青銅製帯金具、
馬骨等、祭祀関連と考えられる遺物が出土した。このことから、渤海使節受け入れの施設があったと考え
られている［本間ほか1983］。
2 歴史的環境
10
1） 若宮遺跡に隣接する高野遺跡では、「軍」「団」と記された墨書土器が出土した。
